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論 文 内 容 の 要 旨

木論文は,酢酸菌のアミノ酸代謝の特性を明らかにする目的で,代表的菌株である Aceiobactersuboxy-

dansのアミノ基転位反応,特にロイシンーピルビン酸 トランスアミナーゼおよびロイシン-α-ケトグルタ

ル酸 (α-KGA)トランスアミナーゼについて詳細な検討を加えるとともに,酢酸菌の分頬学的特徴につい

て考察した結果をとりまとめたものである｡

本薗中には,α-KGA 関与のアミノ基転移反応のはかにピルビン酸関与の反応が存在し,その活性は培

地中 の窒素源の種類と量比により著しく変動する.著者は,各種反応のうちpイシソ-α-KGAおよびロイ

シンーピルビン酸間の反応をとりあげ,両反応を触媒する酵素を分離 ･精製 した｡ すなわち, ロイシンーα

-KGA トランスアミナーゼはほぼ単一にまで精製され, いわゆるトランスアミナーゼBと確認 された｡

一万,ロイシンーピルビン酸 トランスアミナーゼは単一にまで精製され, 分子量は70,000であり, 補酵素

として酵素 1分子あた り1分子のピリドキサールリン酸 (PLP)を含むことが実証された｡本酵素の主な

特徴は,(1)酸性側 (pH5.0)に活性の至適 pHを有する,(2)通常のビタミンB6酵素と異なる吸収スペクト

ルを示す (lmax-280nm,332nm),(3)基質特異性が極めて広い,ことの3点である0 332nm における極

大吸収は,酵素タンパクのリジン残基の E-アミノ基とアゾメチソ結合した PLPに由来する｡アミノ基供

与体としてほ右に示す基本構造を持つものが有効であり,活性は末端の置換

基の種類により著しく変動するoいずれの基質も α護 のアミノ基が転移さ H｡｡｡JM(｡H2)n_｡H3
れるが,それらの中には現在まで一般に α一一アミノ基転移に関与 しないとさ J

れていた,シトルリン,グルタミン,アスパラギン,アルギニン, リジン,
NH2 m-1-3

オルニチンなども含まれている｡

ついで, ロイシン-ピルビン酸 トランスアミナーゼの生合成機構を検討し, 本酵素が窒素飢餓条件下で

短時間に新生合成される現象を見出したO引続いてこの酵素誘導の過程を解析した結果,熱処理や凍結融

解により速やかに失活する不安定型酵素を経て安定型酵素が生合成されることを明らかにした｡また本酵

-970-



素の生合成が分岐鎖アミノ酸生合成系の中間体などにより強 く制御されることを認めた｡最後 に本 酵 素

が,いわゆる Suboxydans群にのみ分布し,酢酸菌の分類 ･系統発生と密接に関係していることを指摘し

た｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

酢酸菌は,醸酵 ･醸造工業において広く利用されている極めて重要な酸化菌であ り,特異な炭水化物代

謝能を有することで著名である｡しかし酢酸菌のアミノ酸代謝については,ほとんど研究が行なわれてい

ないのが現状である｡

著者は,酢酸菌の一種 Aceiobactersuboxydansにおけるアミノ基転移反応の特性について,著者の見出

したロイシン-ピルビン酸 トランスアミナーゼおよび トランスアミナーゼBを指標として詳細な検討を行

なっているo主な成果は次のとおりであるoA.suboxydansのロイシンーピルビン酸 トランスアミナーゼ

は,通常のトランスアミナーゼとは著しく異なる性質を有している｡すなわち,活性の至適pHを酸性側

に有するトランスアミナーゼの例は他にほとんどなく, また本酵素の吸収スペクトルの極大値が280nm

以外に332nm にしか認められないということは,ビタミンB6酵素の研究上極めて重大な示唆を与えるも

のである｡一方,従来アミノ基転移に関与しないとされていた, シトルリン, グルタミン, アスパラギ

ン,アルギニン, リジン,オルニチンなどの各種アミノ酸が本酵素に対して有効であり,いずれも α一位

のアミノ基が転移される｡この事実は新しいアミノ酸代謝経路の存在する可能性を示すものである｡

著者は, さらにロイシンーピルビン酸 トランスアミナーゼの生理的役割を知るために,栄養条件による

酵素活性の変動および生合成機構について検討し,本酵素が窒素欠乏条件下で新生合成されること,数種

のアミノ酸の存在により生合成の抑制が起こることを明らかにしている｡最後に, ロイシンーピルビン酸

トランスアミナーゼが Suboxydans群に集中して存在することを見出し,本酵素の分布が酢酸菌の分類お

よび系統発生と密接に関係していることを指摘している｡

以上のように本論文は,酢酸菌の生化学に新しい知見を加えたものであり,微生物生産学 ･慨酵生理学

および酵素化学に寄与するところが大きい｡

よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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